
























2） GEORGE ANTONIUS, THE ARAB AWAKENING, 
LEBANON BOOKSHOP, BEIRUT, 1969, p.412.






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3.<中東百年紛争 － 前史> ②イスラムの時代 〜 アラブ人&イスラム教徒が主人公
 <概説> パレスチナには7世紀以降、アラビア半島からイスラム教を武器にしたアラブ人が北上し
て登場、イスラム化、アラビア語化が徐々に進行、以後、アラブ住民はイスラム教徒とし
て定住、「イスラムの時代」を迎える。パレスチナはヨルダン川を挟んで東岸はウルダン（ヨ
ルダン）、西岸はフィラスティン（パレスタイン）の二つの管理区に分割。アラブ人の移
住が進み、アラビア語がこの地域の言語に、住民の大半がイスラム教徒に改宗。ユダヤ人
もイスラムに改宗する者が多く、「十字軍の時代」まで比較的平和に推移、パレスチナのユ
ダヤ人3万〜4万人に。
「パレスチナ関係史」
　　　502-06年 ペルシャ帝国ササン朝ペルシャ（224－651/国教ゾロアスター教）と東ロ－マ帝国（ビザンチン
帝国/国教キリスト教）が交戦、ペルシャ戦争再燃。
 532年和平条約　562年　50年の和平条約
　　　6世紀前半 クライシュ族ハーシム家が遠距離貿易の安全確保
　　　610年 イスラム教の開祖ムハンマド（571頃－632）が天啓を受ける、イスラム教が成立/発展へ
　　　614年 ペルシャ帝国ササン朝ペルシャがエルサレム占領、エジプト征服（619年）
　　　622年 ムハンマドがメッカからメディナに聖遷（ヒジュラ）、イスラム暦ヒジュラ元年（7月16日）、イ
スラムの時代へ
　　　632年 6月8日ムハンマド死去、アブー・バクル（632－634）が初代カリフに
　　　634年 アブー・バクルが死去、ウマルが第2代カリフに（634－644）、
　　　636年 イスラム教徒のアラブ人（イスラム・アラブ軍）が侵入、東ローマ帝国と戦ってエルサレム占領
（636年）、シリア制圧、ササン朝軍破る（9月）ウマルがモスクを建設、エジプトにミスル=軍事
都市建設（638年）アラブ人統治の時代に（632－1072）
　　　642年 ニハーヴァンドの戦いでペルシャ帝国ササン朝ペルシャ (224－651)軍破る（651年滅亡）、イラン
全土を制圧
　　　644年 ウマルがキリスト教徒のペルシャ人奴隷に暗殺され、メッカの名門ウマイヤ家ウスマ－ンが第3
代カリフ（644－656）に、コーラン集録・編集
　　　656年 ウスマーンがエジプトの反乱・叛徒にメディナで暗殺され、ムハンマドの従兄弟アリー擁立、第
4代カリフに（656－661）、ウマイヤ家と対立、第1次内乱
　　　661年 アリ－がク－ファのモスクで不満を抱くハワ－リジュ（離脱）派の刺客に暗殺される　〜　正統
カリフ時代（632－661）　〜
　　　661年 ウマイヤ家ムアウィア（シリア州総督/第3代カリフ・ウスマーンの従兄弟）がカリフに（661-680）、
10月ウマイヤ朝樹立（661－750）、カリフ位世襲制に　アラブ帝国の時代へ
　　　680年 アリの子ホセインがク―ファ近郊カルバラーで蜂起、ウマイヤ軍に敗北、暗殺される。カルバラ
の大虐殺、シ－ア派成立へ、第2次内乱
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　　　688年 エルサレムの「神殿の丘」（古代イスラエル王国ソロモン王の神殿跡）にウマイヤ朝中興の祖アブ
ド・アル・マリク（685－705）がムハンマドが昇天したいわれのある岩にド－ム状の記念堂=「岩
の黄金ド－ム」を建設（－691）、イスラム教第3の聖地に、アラブ帝国初の金貨ディナ－ル（東ロー
マ帝国通貨デナリウスに替えて）発行
　　　705年 アブド・アル・マリクとワリード一世が洗礼者ヨハネ教会=聖ヨハネ会堂（ダマスカス）をウマ
イヤッド・モスクに改修（715完成）、アルアクサモスク建設（705-715）
　　　749年 アブ・アル・アッバース・アル・サッファ－フ（750－754）がクーファ占領、カリフに推戴
　　　750年 アッバ－ス家革命軍がウアマイヤ朝軍を破る、ダマスカス陥落、ウマイヤ朝滅亡、アッバス朝成
立（－1258年）、762年アル・マンスール（754－775）が新都バグダッド建設（766年完成）、
　　　786年 ハルン・アル・ラシド（－806年）が第5代カリフに即位、アッバース朝黄金時代に
　　　1038年 イスラム教徒のトルコ系セルジューク朝（－1194年）興る
　　　1055年 トウグリル・ベク（－1063年）がバグダッド入場、スルタン（君主）の称号授与される
　　　1072年 パレスチナはトルコ人の統治・支配下に（セルジュークトルコ朝、〜1099年）
　　　1095年 東ローマ帝国のウルバヌス教皇が異教徒への十字軍呼びかけ、ユダヤ人ら異教徒が犠牲に
　　　1099年 <十字軍の統治時代>　欧州から十字軍（第1回）が来襲、エルサレム占領、エルサレム王国建設・
統治（〜1291年）、ハイファ、アッカを攻略（－1104年）、欧州の住民約3万人
　　　1147年 第2回十字軍（－1149年）、1189年第3回十字軍（－1192年）、1202年第4回十字軍（－1204年）、第
5回十字軍（1228－1229）、第6回十字軍（1248－1254）、第7回十字軍（1270）
　　　1187年 エジプトのアイユーブ朝始祖サラーフ・アッディン（サラディン/クルド人1138－1193年）が十
字軍を破り（ヒッテンの戦い7月）、エルサレム奪還（10月）、1229年十字軍が再奪還、1244年イ
スラム教徒が再奪回（アイユ－ブ朝サーレフ）、これ以降、エルサレムはイスラム教徒が673年間
支配（－1917年）
　　　1258年 モンゴル軍がバグダッド入場、アッバース朝カリフを殺害、アッバース朝滅亡
　　　1291年 十字軍領エルサレム王国消滅、エジプトのアラブ王朝マムルーク（1250-1517）バイバルスがシ
リア遠征（1268）、十字軍の支配するパレスチナのヤッファなど攻略、支配（〜1516年）、モンゴ
ル軍も撃退,パレスチナはアラブ人とユダヤ人との対立もなく比較的平和に推移
　　　1299年 オスマントルコ帝国が小アジアに興こる（1299〜1923）
　　　1453年 オスマントルコ帝国メフメト2世コンスタンチンノ－プル奪取（5月29日）、東ロ－マビザンツ帝
国（395－1453）滅亡
　　　1516－17年 <オスマントルコの時代>　オスマントルコ帝国セリム1世（1512－1520）がイスラム・中東の主
導権をめぐってライバルのイラン・サファヴィ－朝（国教シ－ア派、1501-1736）と抗争、チャ
ルドランの戦い（8月）で破り、さらにマムル－ク王朝を転覆（ライダニーヤの会戦-1517年）、
エジプト、シリア、イラクを支配下に、スレイマン大帝（1520－1566）時代に最盛期に、ユダヤ
教徒は信教の自由を享受
 <概説> これ以降、パレスチナはシリア、エジプトとともにオスマントルコ帝国の支配下に置かれ、
1922年に国際連盟の英委任統治まで406年間トルコの統治時代に。
 　　　 1880年のパレスチナ人口は48万人、アラブ人45万6千人、ユダヤ人2万4千人（全体の5%）。
ユダヤ人のパレスチナ移住は1881年の第1波から増え始め、1914年ごろには6万人（全体の
11%）に。この間、欧州に移住したユダヤ人は、領土を有さないディアスポラ（流浪）の
民として周辺社会に同化する歴史を歩んできたが、「民族宗教」の有する特異性などのため
他の民族との緊張関係を生み出した（ユダヤ人問題）。
 　　　 19世紀の欧州民族主義=国家の時代を受けてユダヤ人もこうした同化主義から自決主義へ
と民族の運命を方向転換（シオニズム）、父祖の地パレスチナへのユダヤ民族国家の建設
を強行的に着手した。しかし、パレスチナを長年占有してきたアラブ住民=パレスチナ人
による絶対的な抵抗に遭い、パレスチナ民族主義を招来、彼らの自決権を蹂躙して原住民
を犠牲にした「パレスチナ問題」が発生した。
〜　パレスチナ関連年表―紛争前史　〜
